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授業名 
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相⼿⼤学・機関 MMS 198 Special topics 

カテゴリ ベーシック 
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参加学⽣数 南⼭大学 25 相⼿⼤学・機関 25 

使⽤⾔語 英語 

使⽤ツール Padlet 

交流内容 

【事前導入】 
南山大学側では、教員より活動の目的・評価基準・Padletの使い方等の説明を
実施。 
【Icebreaker投稿】 
グループごとに自己紹介、大学生活紹介、グループ写真等を含む投稿を作成
し、UPOU側グループと交流。  
【Main Task投稿】 
日本の文化的イベントをテーマに、五つの文化要素（コミュニティ・行動・モ
ノ・価値・個人の気づき）に基づく投稿を作成。  
【コメント活動】 
UPOUグループの投稿を読んで、質問やリアクションを記述。 
 【返信活動】 
自グループへのコメントに対してグループで返答。  
【個人リフレクション】 
授業内で個人の学びについて英語でまとめた。 

評価⽅法 

以下の評価項目に基づいて採点を実施：  
･ Icebreaker投稿（グループ評価、2.5%）  
･ Main Task投稿（グループ評価、5%）  
･ パートナーグループへのコメント（加点要素）  
･ 個人リフレクション（個人評価、2.5%）  
･ 全体的な参加態度・期限遵守  
ルーブリックには、内容の明確さ、期限内提出、視覚素材の使用（Icebreaker
のみ）、パートナーとの交流の質などが含まれる。 


